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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２個以上の携帯型楽曲再生機器を接続され、各携帯型楽曲再生機器からの楽曲信号を受
信して該楽曲信号に係る再生音を放音器より出力可能になっているとともに、自身が装備
する記憶装置内の楽曲を再生して、再生音を前記放音器から出力可能になっている楽曲処
理装置において、
　各携帯型楽曲再生機器からそのユーザの嗜好情報を収集し、収集した複数の嗜好情報に
基づく所定の選択条件を自動設定し前記楽曲処理装置及び各携帯型楽曲再生機器が保有す
る楽曲の中から前記所定の選択条件に該当する楽曲を選択する楽曲選択手段、
　選択された楽曲を再生対象楽曲として登録したグループ用プレイリストを作成するグル
ープ用プレイリスト作成手段、
　前記グループ用プレイリストに登録されている楽曲を１個ずつ順番に再生する再生手段
、
　追加接続の携帯型楽曲再生機器の有無を監視する監視手段、
　携帯型楽曲再生機器の追加接続があったならば、その追加接続の携帯型楽曲再生機器の
ユーザがグループに新規に加わったと判断して、該追加接続の携帯型楽曲再生機器の保有
する楽曲の中から前記所定の選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択する前記楽曲
選択手段、及び
　前記追加楽曲に基づきグループ用プレイリストを更新するグループ用プレイリスト更新
手段、
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を有していることを特徴とする楽曲処理装置。
【請求項２】
　２個以上の携帯型楽曲再生機器を接続され、各携帯型楽曲再生機器からの楽曲信号を受
信して該楽曲信号に係る再生音を放音器より出力可能になっている楽曲処理装置において
、
　各携帯型楽曲再生機器からそのユーザの嗜好情報を収集し、収集した複数の嗜好情報に
基づく所定の選択条件を自動設定し各携帯型楽曲再生機器が保有する楽曲の中から前記所
定の選択条件に該当する楽曲を選択する楽曲選択手段、
　選択された楽曲を再生対象楽曲として登録したグループ用プレイリストを作成するグル
ープ用プレイリスト作成手段、
　前記グループ用プレイリストに登録されている楽曲を１個ずつ順番に再生する再生手段
、
　追加接続の携帯型楽曲再生機器の有無を監視する監視手段、
　携帯型楽曲再生機器の追加接続があったならば、その追加接続の携帯型楽曲再生機器の
ユーザがグループに新規に加わったと判断して、該追加接続の携帯型楽曲再生機器の保有
する楽曲の中から前記所定の選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択する前記楽曲
選択手段、及び
　前記追加楽曲に基づきグループ用プレイリストを更新するグループ用プレイリスト更新
手段、
を有していることを特徴とする楽曲処理装置。
【請求項３】
　更新前のグループ用プレイリストにおける楽曲の再生履歴又は前記追加接続の携帯型楽
曲再生機器の楽曲の再生履歴に基づきグループ用プレイリストを更新する前記グループ用
プレイリスト更新手段、
を有していることを特徴とする請求項１又は２記載の楽曲処理装置。
【請求項４】
　前記追加楽曲の内、更新前のグループ用プレイリストにおける楽曲の再生履歴において
再生済みとなっている楽曲は、更新後のグループ用プレイリストに含めないように、グル
ープ用プレイリストを更新する前記グループ用プレイリスト更新手段、
を有していることを特徴とする請求項３記載の楽曲処理装置。
【請求項５】
　前記追加楽曲の内、更新前のグループ用プレイリストにおける楽曲の再生履歴において
再生済みとなっている楽曲は、更新前のグループ用プレイリストにおける再生待ちの楽曲
より再生順番が後ろとなるように、グループ用プレイリストを更新する前記グループ用プ
レイリスト更新手段、
を有していることを特徴とする請求項３記載の楽曲処理装置。
【請求項６】
　前記追加接続の携帯型楽曲再生機器の楽曲の再生履歴に基づく再生順番となるように、
グループ用プレイリストを更新する前記グループ用プレイリスト更新手段、
を有していることを特徴とする請求項３記載の楽曲処理装置。
【請求項７】
　追加楽曲と同一の楽曲が、更新前のグループ用プレイリストに登録済みとなっている場
合には、追加楽曲が更新後のグループ用プレイリストに追加登録されないように、グルー
プ用プレイリストを更新する前記グループ用プレイリスト更新手段、
を有していることを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の楽曲処理装置。
【請求項８】
　楽曲の登録数に制限がある場合には前記追加楽曲が優先的に登録されるように、グルー
プ用プレイリストを更新する前記グループ用プレイリスト更新手段、
を有していることを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載の楽曲処理装置。
【請求項９】
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　前記追加楽曲の再生順番を更新前のグループ用プレイリストにおける再生順番待ちの楽
曲より早くするように、グループ用プレイリストを更新する前記グループ用プレイリスト
更新手段、
を有していることを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の楽曲処理装置。
【請求項１０】
　前記楽曲処理装置の電源が入から切へ切り替わる第１の時点のグループ用プレイリスト
をその関連情報と共に不揮発性メモリに保存する保存手段、
　前記楽曲処理装置の電源が切から入へ替わる第２の時点において追加接続の携帯型楽曲
再生機器の有無を調査する前記調査手段、
　前記第２の時点に追加接続の携帯型楽曲再生機器が有れば、追加接続の携帯型楽曲再生
機器の保有する楽曲の中から、保存前のグループ用プレイリストの作成に適用されている
前記所定の選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択する前記楽曲選択手段、及び
　前記第２の時点の追加楽曲を、前記楽曲処理装置の電源の入期間の追加楽曲と看做して
グループ用プレイリストを更新する前記グループ用プレイリスト更新手段、
を有していることを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載の楽曲処理装置。
【請求項１１】
　追加接続の携帯型楽曲再生機器が、それが接続される前のグループ用プレイリストに適
用されていた選択条件に合致する楽曲を保有していない場合は、前記グループ用プレイリ
ストの更新に代えて、別の選択条件を適用してグループ用プレイリストを作成する前記グ
ループ用プレイリスト手段、
を有していることを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載の楽曲処理装置。
【請求項１２】
　前記楽曲処理装置は自動車又は建物内に配備されるものであることを特徴とする請求項
１～１０のいずれかに記載の楽曲処理装置。
【請求項１３】
　前記携帯型楽曲再生機器の１個が前記楽曲処理装置であることを特徴とする請求項１～
１０のいずれかに記載の楽曲処理装置。
【請求項１４】
　２個以上の携帯型楽曲再生機器を接続され、各携帯型楽曲再生機器からの楽曲信号を受
信して該楽曲信号に係る再生音を放音器より出力可能になっているとともに、自身が装備
する記憶装置内の楽曲を再生して、再生音を前記放音器から出力可能になっている楽曲処
理装置の楽曲処理方法において、
　各携帯型楽曲再生機器からそのユーザの嗜好情報を収集し、収集した複数の嗜好情報に
基づく所定の選択条件を自動設定し前記楽曲処理装置及び各携帯型楽曲再生機器が保有す
る楽曲の中から前記所定の選択条件に該当する楽曲を選択するステップ、
　選択された楽曲を再生対象楽曲として登録したグループ用プレイリストを作成するステ
ップ、
　前記グループ用プレイリストに登録されている楽曲を１個ずつ順番に再生するステップ
、
　追加接続の携帯型楽曲再生機器の有無を監視するステップ、
　携帯型楽曲再生機器の追加接続があったならば、その追加接続の携帯型楽曲再生機器の
ユーザがグループに新規に加わったと判断して、該追加接続の携帯型楽曲再生機器の保有
する楽曲の中から前記所定の選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択するステップ
、及び
　前記追加楽曲に基づきグループ用プレイリストを更新するステップ、
を有していることを特徴とする楽曲処理方法。
【請求項１５】
　２個以上の携帯型楽曲再生機器を接続され、各携帯型楽曲再生機器からの楽曲信号を受
信して該楽曲信号に係る再生音を放音器より出力可能になっている楽曲処理装置の楽曲処
理方法において、
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　各携帯型楽曲再生機器からそのユーザの嗜好情報を収集し、収集した複数の嗜好情報に
基づく所定の選択条件を自動設定し各携帯型楽曲再生機器が保有する楽曲の中から前記所
定の選択条件に該当する楽曲を選択するステップ、
　選択された楽曲を再生対象楽曲として登録したグループ用プレイリストを作成するステ
ップ、
　前記グループ用プレイリストに登録されている楽曲を１個ずつ順番に再生するステップ
、
　追加接続の携帯型楽曲再生機器の有無を監視するステップ、
　携帯型楽曲再生機器の追加接続があったならば、その追加接続の携帯型楽曲再生機器の
ユーザがグループに新規に加わったと判断して、該追加接続の携帯型楽曲再生機器の保有
する楽曲の中から前記所定の選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択するステップ
、及び
　前記追加楽曲に基づきグループ用プレイリストを更新するステップ、
を有していることを特徴とする楽曲処理方法。
【請求項１６】
　請求項１～１３のいずれかに記載の楽曲処理装置の各手段としてコンピュータを機能さ
せるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、各ユーザが自分の携帯型楽曲再生機器等に保有する楽曲についてグループ用
プレイリストを作成して、該プレイリストに基づき楽曲を再生して楽しむことのできる楽
曲処理装置、楽曲処理方法及びプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、車載音響機器が、ユーザにより車内へ持ち込まれた携帯音響機器から音
楽データを無線通信により受信して、車載スピーカより再生音を出力するとともに（請求
項１）、各携帯音響機器に保有されている楽曲に係る情報を携帯音響機器別に車載ディス
プレイに表示する（図６及び図８）ことを開示する。
【特許文献１】特開２００１－２９６８７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　グループのユーザ同士が自分の携帯型楽曲再生機器を持ち寄って、グループで選択条件
を決め、選択条件に合致する楽曲を各携帯型楽曲再生機器から選択して、それら楽曲を再
生して、グループで再生を楽しみたいことがある。
【０００４】
　特許文献１の音響システムは、単に複数の携帯音響機器を車載機器へ接続し、各携帯音
響機器に保有される楽曲を車載スピーカより聞くことができるようにしただけであり、複
数の携帯音響機器を１個の音響機器にまとめたようにして、全体の楽曲の再生を楽しむこ
とは困難である。
【０００５】
　そこで、本出願人は、別の特許出願（特願２００５－１０１８１３）において、選択条
件に合致する楽曲をグループの楽曲処理装置（例：ヘッドユニット）又は携帯型楽曲再生
機器（例：ポータブルオーディオプレーヤ）の保有楽曲の中から探索して、探索結果に基
づきグループ全体のプレイリストを作成し、該プレイリストに基づき楽曲を再生し、これ
により、各ユーザが携帯型楽曲再生機器等により持ち寄った楽曲をグループ全体で楽しむ
ことができる楽曲処理装置を開示した。
【０００６】
　グループで共有したプレイリストの楽曲を再生している場合に、新たなグループ員の乗
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車や入室（グループ員の新規加入）等のために、楽曲処理装置へ接続される携帯型楽曲再
生機器が追加されることが起こり得る。前述の特許出願に係る発明では、グループ用プレ
イリストに基づく楽曲の再生途中に、新規の携帯型楽曲再生機器が追加接続された場合に
、該携帯型楽曲再生機器の保有楽曲を追加接続前の使用中のグループ用プレイリストに適
切に扱うための処理が未解決になっている。
【０００７】
　本発明の目的は、前述の特許出願の楽曲処理装置において、新規な携帯型楽曲再生機器
が新たに追加された場合にグループ用プレイリストに対して適切に処理できる楽曲処理装
置、楽曲処理方法及びプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によれば、プレイリストに基づく楽曲の再生期間、携帯型楽曲再生機器の追加接
続を監視する。追加接続が検出されれば、追加接続の携帯型楽曲再生機器の保有楽曲から
、更新前のプレイリストに係る選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択する。そし
て、追加楽曲が更新後のプレイリストに反映されるように、プレイリストを更新する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、楽曲処理装置及び携帯型楽曲再生機器を統合して、楽曲処理装置又は
携帯型楽曲再生機器が保有する全楽曲の中から、グループで設定した選択条件に合致した
プレイリストを順番に再生している場合に、楽曲が追加接続されたとき、プレイリストが
、追加接続の楽曲の保有楽曲の中で選択条件に該当する楽曲を新たに追加するように、更
新されるので、グループに途中から加わるユーザがあっても、該ユーザの保有楽曲をプレ
イリストの中に円滑に取り込んで、グループ用プレイリストに基づく楽曲再生を楽しむこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１は車載型楽曲再生システム１０の概略構成図である。車載型楽曲再生システム１０
は、１個のヘッドユニット１１と、複数個のポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８
b，２８c・・・とを装備する。典型的なヘッドユニット１１はカーナビゲーション装置に
実装され、該カーナビゲーション装置がヘッドユニット１１の機能を併せ持つ。ポータブ
ルオーディオプレーヤ２８ａ，２８b，２８c・・・は、各ユーザに所持され、自動車の車
内へ適宜、持ち込んで、ケーブル又は無線を介してヘッドユニット１１へ切り離し自在に
接続可能になっている。ケーブルは例えばＵＳＢケーブルやＬＡＮケーブルであってよく
、無線は例えば無線ＬＡＮやブルートゥース（bluetooth）等であってもよい。ヘッドユ
ニット１１は、ハードディスク装置１２内にＭＰ３等の楽曲圧縮ファイルで記録されてい
る楽曲をそれ自体で再生可能になっている。各ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２
８b，２８c・・・も、それ自体で不揮発性メモリ２９にＭＰ３等の楽曲圧縮ファイルで記
録されている楽曲を再生自在になっている。不揮発性メモリ２９は、例えばハードディス
ク装置又はフラッシュメモリ等から成る。楽曲は、１曲ごとに所定のフォーマットの規定
に従い圧縮されたＭＰ３，ＷＭＡ，ＡＡＣ等の楽曲圧縮ファイルとしてハードディスク装
置１２及び不揮発性メモリ２９に記録されている。
【００１１】
　ヘッドユニット１１は、ハードディスク装置１２の他に、情報処理部１３、アンプ１４
、表示部１５、キー１６及び情報保存部１７を装備する。情報処理部１３は、各種のプロ
グラムに従って所定の演算を行うＣＰＵ２０を備える。情報処理部１３は、各種の情報を
例えばＬＣＤ（liquid crystａl displａy）から成る表示部１５に表示し、ユーザは、ヘ
ッドユニット１１への指示をキー１６を操作することにより行い、キー１６への入力情報
は、情報処理部１３へ送られて、情報処理部１３において対応の処理が行われる。ユーザ
によるヘッドユニット１１への指示は、リモコン（図示せず）を介して行うこともできる
。
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【００１２】
　情報保存部１７は、フラッシュメモリ等の不揮発メモリから成り、ＣＰＵ２０によりデ
ータを適宜、読書き自在になっている。情報保存部１７は、プレイリスト情報２２、再生
履歴情報２３及び機器接続情報２４等を保存する。プレイリスト情報２２には、ヘッドユ
ニット１１の所有者専用のプレイリストだけでなく、複数ユーザに共通する後述のプレイ
リストに係る情報も含み、プレイリスト情報２２はプレイリストの再利用のために保存さ
れている。再生履歴情報２３とは、ヘッドユニット１１における過去所定期間内の楽曲の
再生履歴に係る情報であり、機器接続情報２４は、その保存時にどのようなポータブルオ
ーディオプレーヤ２８ａ，２８b，２８c・・・がヘッドユニット１１に接続されていたか
を検出するための情報である。車載型楽曲再生システム１０及び各ポータブルオーディオ
プレーヤ２８ａ，２８b，２８c・・・は、ＭＡＣ（Mediａ Access Control）アドレス等
のＩＤが付与され、該ＩＤにより相互に識別自在になっている。スピーカ１８は、ヘッド
ユニット１１とは別体で設けられ、アンプ１４からのオーディオ信号を音へ変換する。ヘ
ッドユニット１１が、ハードディスク装置１２内の楽曲を再生する場合には、情報処理部
１３が、ハードディスク装置１２から楽曲のファイルを読み込んで、対応の規格（例：Ｍ
Ｐ３，ＷＭＡ）に基づきデコードして、アナログのオーディオ信号を生成し、それをアン
プ１４へ出力する。アンプ１４は、アナログオーディオ信号を増幅し、スピーカ１８へ出
力する。
【００１３】
　ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８b，２８c・・・は、ユーザの衣服のポケッ
トに格納可能な例えばｉＰｏｄ（米国アップル社登録商標）等の楽曲再生器であり、ハー
ドディスクやフラッシュメモリ等の不揮発性メモリ２９を内蔵する。不揮発性メモリ２９
には多数の楽曲がＭＰ３やＷＭＡ等のオーディオフォーマットのファイルで記録されてい
る。各ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８b，２８c・・・は、ヘッドユニット１
１からの再生指示を受け付けると、指示のあった楽曲ファイルを読み込んで、対応の規格
（例：ＭＰ３，ＷＭＡ）に基づきデコードして、アナログ又はデジタルのオーディオ信号
を生成する。そして、そのオーディオ信号を、車載型楽曲再生システム１０との通信の規
格に変換して、車載型楽曲再生システム１０へ伝送するようになっている。
【００１４】
　図２はハードディスク装置１２及び不揮発性メモリ２９における楽曲ファイル３２のデ
ータ構造を示している。各楽曲の音声データはＭＰ３等の規格により圧縮された楽曲ファ
イル形式でハードディスク装置１２及び不揮発性メモリ２９に記録される。各楽曲ファイ
ル３２はヘッダとデータ部とを備え、データ部には、オーディオ信号を圧縮した音声デー
タが記録され、また、ヘッダには、ジャンル、アーティスト、タイトル（楽曲名）等の付
帯情報が記録される。各楽曲の付帯情報は、所定の楽曲編集ソフトにより楽曲ファイル３
２を作成する際に、例えば、ＣＤのデータベースGrace note CDDB（http://www.cddb.com
）から適宜入手して入力作業を省いたり、自ら、テキスト入力したりして、音声データと
共に楽曲ファイル３２内に格納することができる。Grace note CDDBでは、楽曲（トラッ
ク）の付帯情報として、タイトル、アーティスト、レーベル、発売年、クレジット情報、
ジャンル・・・が定義されている。なお、楽曲は、ハードディスク装置１２及び不揮発性
メモリ２９においてフォルダを利用して管理されており、フォルダは、通常、アルバムに
対応し、アルバムの付帯情報として、前述のGrace note CDDBでは、アルバムについての
タイトル、アーティスト、レーベル、ジャンル等が定義されている。典型的な楽曲ファイ
ル３２は、ハードディスク装置１２及び不揮発性メモリ２９において所定のフォルダ内に
格納されている。楽曲に係る情報には、楽曲自体（トラック自体）の楽曲ファイル３２に
格納されている付帯情報だけでなく、フォルダ（アルバム）の付帯情報をも含めることが
できる。
【００１５】
　図３は嗜好情報ファイル３３の構造図である。嗜好データは、ハードディスク装置１２
及び不揮発性メモリ２９に、所定のファイル名（拡張子も含む）の嗜好情報ファイル３３
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に格納されて記録される。ヘッドユニット１１及びポータブルオーディオプレーヤ２８ａ
，２８b，２８c・・・の所有者は、所定のプログラムにより音楽に関する自分の好みを嗜
好データを嗜好情報ファイル３３に格納して、ハードディスク装置１２及び不揮発性メモ
リ２９に登録できるようになっている。嗜好データは、例えば、好きなジャンル、嫌いな
ジャンル、嫌いなアーティスト及びプレイリストについて登録できる。嗜好データは、登
録が必須のものではなく、ユーザによっては嗜好情報ファイル３３をハードディスク装置
１２及び不揮発性メモリ２９に記録していない場合もある。図３では、プレイリストが、
好き嫌いの情報と共に嗜好情報ファイル３３に格納されているが、嗜好データとは別個の
ファイルに記録されてもよい。嗜好情報ファイル３３は通常、メタファイルとして利用さ
れる。また、嗜好情報ファイル３３は、ヘッドユニット１１及びポータブルオーディオプ
レーヤ２８ａ，２８b，２８c・・・が必須に保有していなければならないものではなく、
ユーザのポータブルオーディオプレーヤによっては嗜好情報ファイル３３がないことがあ
るとする。
【００１６】
　ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８b，２８c・・・の所有者としての各ユーザ
の楽曲についての好き嫌い（嗜好）は、嗜好情報ファイル３３が存在しなくも、他のデー
タにより代替できる。例えば、ユーザが自分のポータブルオーディオプレーヤに保有する
付帯情報（ジャンルやアーティスト名等）付き楽曲に基づき、各ジャンルの総曲数を調べ
、多ければ、それは該ユーザが特に好んでいるジャンルと、判断できる。また、ポータブ
ルオーディオプレーヤに再生履歴が存在している場合には、再生履歴に基づきジャンルや
アーティストについての聴取頻度や聴取回数を調べ、それらの大きい又は多いものは該ユ
ーザが特に好んでいるジャンルやアーティストと判断できる。
【００１７】
　図４は携帯電話３５におけるメタファイル３６のデータ構造を示している。携帯電話３
５は、ヘッドユニット１１にケーブルや無線を介して切り離し自在に接続される。メタフ
ァイル３６は携帯電話３５の不揮発性メモリ３７に記憶され、メタファイル３６の各フィ
ールドには、楽曲ファイル３２（図２）におけるヘッダ部分の付帯情報の各情報要素名が
記録される。ヘッドユニット１１は、携帯電話３５のメタファイル３６から各情報要素名
を読み込むことにより、携帯電話３５のユーザの嗜好情報を検出できる。
【００１８】
　携帯電話３５におけるメタファイル３６の作成方法には、ユーザが携帯電話３５に対し
て、アドレス帳への電話番号登録と同様な編集操作で、テキストデータを入力して、メタ
ファイル３６を直接、作成することの外に、ユーザが携帯電話３５をオーディオ再生機器
に接続して、該オーディオ再生機器のメタデータ又はメタファイルを転送することがある
。携帯電話３５等へのメタデータ等の転送元のオーディオ再生機器には、例えば、パソコ
ン、携帯型再生装置、又はホームオーディオ機器が挙げられる。それらメタデータ等の転
送元のオーディオ再生機器は、ユーザ自身の所有のものに限定されず、嗜好情報が許容範
囲内であれば、家族や知人等の他人の所有するものであってもよい。
【００１９】
　携帯電話３５等へのメタデータ等の転送元のオーディオ再生機器からのメタデータ等の
構築方法には、ユーザの嗜好をテキスト入力するだけでなく、例えば、好みの１個の楽曲
をオーディオ再生機器において再生している期間に所定のキーを操作することによりその
再生楽曲の付帯情報（例えばジャンルやアーティスト）がユーザのお気に入りの嗜好情報
として一気に登録されるようにしたり、ユーザが、楽曲の再生中に、それが好みと判断す
れば、そのつど、キーを操作し、所定期間にわたりキー操作の回数をカウントし、嗜好デ
ータが統計データとして作成されるようになっていてもよい。
【００２０】
　車載型楽曲再生システム１０における３人のユーザＡ，Ｂ，Ｃによるグループ用プレイ
リスト構築方法について説明する。ユーザＡは運転者でもあり、ヘッドユニット１１はユ
ーザＡの自動車に装備されているものとする。ここでは、ユーザＡのヘッドユニット１１
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は、ハードディスク装置１２に楽曲を全く有していないか、又は接続されたポータブルオ
ーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃからのデコード済みのオーディオ信号を受信し
て、オーディオ信号に係るオーディオを放音器５２から出力可能になっているものの、ヘ
ッドユニット１１自身では楽曲ファイルをデコードする機能を装備しないタイプのものと
する。ユーザＡ，Ｂ，Ｃはポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃを所持
する。
【００２１】
　最初、ユーザＡのみが、他には誰も同乗させることなく、自分の自動車を運転している
。ヘッドユニット１１にはポータブルオーディオプレーヤ２８ａをＵＳＢケーブルで接続
し、ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ専用のプレイリストをヘッドユニット１１にお
いて作成し、該ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ専用のプレイリストに基づき再生さ
れた楽曲を聞いている。
【００２２】
　或る場所からユーザＢ，ＣがユーザＡの自動車に同乗し、ポータブルオーディオプレー
ヤ２８ｂ，２８ｃがそれぞれワイヤレス及びＵＳＢによりヘッドユニット１１へ接続され
たと仮定する。ユーザＢ，Ｃは、グループ用プレイリストに基づく楽曲再生に参加するな
らば、ポータブルオーディオプレーヤ２８ｂ，２８ｃをエントリモードへ切替え、拒否す
るならば、エントリモードへ切替えは行わないことにする。全面許容の一律のエントリモ
ードの他に、エントリモードを複数個に分割して設定することもできる。第１のエントリ
モードは、ヘッドユニット１１への自分のポータブルオーディオプレーヤの保有楽曲の楽
曲信号の送信は許容するが、嗜好情報の送信は禁止するもの、第２のエントリモードは嗜
好情報の送信は許容するが、楽曲信号の送信は禁止するもの、第３のエントリモードは楽
曲信号及び嗜好情報の両方の送信を許容するものである。ここでは、全面許容の一律のエ
ントリモードを想定し、ユーザＢ，Ｃ共にエントリモードへ切り替えたとする。
【００２３】
　ヘッドユニット１１は、ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃのメタ
データを収集する。嗜好情報に関して、ユーザＡ，Ｂは共に好きなジャンルがロックとジ
ャズ、ユーザＣは好きなジャンルがロックのみであったとする。この場合、ロックはグル
ープ員全員の好きなジャンルとなっているので、ヘッドユニット１１は、自動的に、選択
条件を、「ジャンルがロックに属する楽曲」に設定する。
【００２４】
　嗜好情報に関して、ユーザＡ，Ｂ，Ｃは共に好きなジャンルがロックとジャズであった
とする。この場合は、その旨を表示部１５に表示し、今回の選択条件をロック及びジャズ
のどちらにするかをグループに決定させる。その他の方法としては、選択条件をロックか
ジャスかのいずれかに属する楽曲と自動設定することもできる。この選択条件の場合に、
プレイリストへの登録数の制限が２０曲であれば、ロック及びジャズの楽曲がそれぞれ１
０個ずつ登録されることになる。
【００２５】
　ヘッドユニットは、嗜好情報の収集結果を表示部１５に表示するともできる。表示部１
５への嗜好情報の収集結果の表示はランキング形式を採用することもできる。例えば、ユ
ーザＡ，Ｂは共に好きなジャンルがロックとジャズ、ユーザＣは好きなジャンルがロック
及びポップスであったとする。ランキング形式の表示では、一位にロック、二位にジャズ
、三位にポップが表示される。グループは、今回の選択条件を、必ずしも一位のジャンル
に設定することなく、二位以下のものを設定してもよい。
【００２６】
　図５は各ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃの不揮発性メモリ２９
に楽曲データとして格納されている楽曲ファイルを、ジャンルを区別して示している、楽
曲ファイルの符号のＡ，Ｂ，Ｃはそれぞれポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ
，２８ｃが保有している楽曲ファイルであることを意味し、添え字のｒ，ｊはそれぞれロ
ック及びジャズの楽曲ファイルであることを意味し、さらに、３番目の添え字１，２，３
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，・・・は、ポータブルオーディオプレーヤ別及びジャンル別の順番を示している。図５
において、「・・・」はロック及びジャズ以外の楽曲ファイルが格納されていることを意
味する。
【００２７】
　ユーザＡ，Ｂ，Ｃの協議に従い又はヘッドユニット１１による自動設定により、今回の
グループ用プレイリスト作成の基礎とする選択条件はロックに属する楽曲に設定されたと
する。ヘッドユニット１１は、該選択条件に基づき、ポータブルオーディオプレーヤ２８
ａ，２８ｂ，２８ｃの保有楽曲の中から、ジャンルがロックである楽曲を選択する。ここ
で、ジャンルがロックに属する楽曲が、ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，
２８ｃにそれぞれ５０、４０,１０個、存在し、グループ全体の総数が１００曲であった
とする。
【００２８】
　ヘッドユニット１１は、グループ用プレイリストの最大登録数（該最大登録数はあらか
じめのユーザ設定やグループ用プレイリスト作成ごとのユーザ選択ができるようになって
いる。ここでは２０とする。）に対し、５：４：１の配分で、すなわちそれぞれ１０，８
，２曲ずつポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃから該当楽曲を選択し
、これら選択した楽曲をグループ用プレイリストに登録する。
【００２９】
　図６は各ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃから選択した楽曲に基
づき作成されたグループ用プレイリスト４１における楽曲登録状況及び再生順を示してい
る。ジャンルがロックに属する楽曲の選択条件選択条件に対して各ポータブルオーディオ
プレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃから選択された楽曲Ａｒ１，Ａｒ２，Ａｒ３，・・・、
Ｂｒ１，Ｂｒ２，Ｂｒ３，・・・Ｃｒ１，Ｃｒ２，Ｃｒ３，・・・がグループ用プレイリ
スト４１に登録される。また、再生順は、ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ
，２８ｃの順番で１個ずつ再生するものとし、最後のポータブルオーディオプレーヤ２８
ｃの楽曲を再生した次は、再び、最初のポータブルオーディオプレーヤ２８ａの楽曲の再
生へ戻る循環形式となっている。
【００３０】
　次に、ユーザＤがポータブルオーディオプレーヤ２８ｄ（符号２８ｄは、図面には記載
されていないが、識別の便宜上、使用する。）を携帯してユーザＡの自動車に同乗したと
する。また、ポータブルオーディオプレーヤ２８ｄは、ＵＳＢケーブルでヘッドユニット
１１へ接続されたとする。ユーザＤは、エントリを表明、すなわち、ポータブルオーディ
オプレーヤ２８ｄをエントリモードへ切替え、これに伴い、ヘッドユニット１１はグルー
プ用プレイリストの変更処理を実行する。ポータブルオーディオプレーヤ２８ｄは、ジャ
ンルがロックである楽曲を３０曲、保有していたとする。さらに、ユーザＤが加わる直前
では、グループ用プレイリストに登録されている楽曲の２０番までが再生されていたとす
る。したがって、ポータブルオーディオプレーヤ２８ｄの接続直前では、各ポータブルオ
ーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃから選択された楽曲であって未再生分は、選択
先のポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃについてそれぞれ４０，３２
，８曲となる。
【００３１】
　なお、ユーザＤのポータブルオーディオプレーヤ２８ｄが楽曲を保有していないが、ポ
ータブルオーディオプレーヤ２８ｄにおける嗜好情報がロックである場合には、ポータブ
ルオーディオプレーヤ２８ｄの接続前のグループ用プレイリスト（ユーザＡ～Ｃに適用さ
れたもの）に基づく再生がそのまま継続してもよい。
【００３２】
　ヘッドユニット１１は、ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃの未再
生曲とポータブルオーディオプレーヤ２８ｄの３０曲に基づきポータブルオーディオプレ
ーヤ２８ａ～２８ｄからそれぞれ４０：３２：８：３０の配分に基づき、各ポータブルオ
ーディオプレーヤ２８ａ～２８ｄから楽曲を、総数がグループ用プレイリストの制限数（
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ここでは１００曲）内となるように、選択楽曲及び再生順を決定する。なお、ポータブル
オーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃからの楽曲の再選択は、ポータブルオーディ
オプレーヤ２８ｄの接続直前のグループ用プレイリストに登録されていてかつ未再生の楽
曲の中から行われる。
【００３３】
　ポータブルオーディオプレーヤ２８ｄが接続されるまでに、グループ用プレイリストに
基づく楽曲再生が十分に進んでいる場合（例：グループ用プレイリストの楽曲の５０％以
上を再生済み。）には、今までのグループ用プレイリストを全面的にクリアするとともに
、現在の選択条件（この例では、楽曲のジャンルがロックであること）でポータブルオー
ディオプレーヤ２８ａ～２８ｄから選択し直してもよい。また、この場合に、再生済みの
楽曲については、再生順番に関しては、新規選択楽曲及び未再生楽曲の後にすることもで
きる。
【００３４】
　さらに、ポータブルオーディオプレーヤ２８ｄには、ロックの楽曲が１曲も保有されて
いなかった場合、又はポータブルオーディオプレーヤ２８ｄの嗜好情報ではロックがユー
ザＤのお気に入りジャンルとして登録されていなかった場合で、もしポータブルオーディ
オプレーヤ２８ａ～２８ｄの嗜好情報ではロックとは別の、例えばジャズがユーザＡ～Ｄ
に共通のお気に入りジャンルとして登録されているならば、選択条件をジャンルがジャズ
の楽曲であることに変更して、グループ用プレイリストを再作成することもできる。ユー
ザＡ～Ｄに共通のお気に入りジャンルが存在しない場合には、ユーザＢ，Ｃが加わった時
と同様に、ランキング形式で、嗜好情報の収集結果を表示部１５に表示して、新規の選択
条件として採用するジャンルをユーザに指定させてもよい。
【００３５】
　さらに、グループへのユーザＤの加入により、ユーザＤの嗜好情報のために、嗜好情報
を因子とする選択条件が、例えばジャンルがロックである楽曲からジャンルがジャズであ
る楽曲へと変化した場合に、その後、ユーザＤがグループから離脱して、グループ員かユ
ーザＡ～Ｃへ戻るときがある。そのときでは、ユーザＤが加入する前のユーザＡ～Ｃの嗜
好情報に基づく選択条件へ戻すのが好ましいことがある。これに対処するために、すなわ
ち、グループの嗜好情報の変化に対処するため、ヘッドユニット１１は、ユーザＤの加入
前のプレイリストと共に、それが基礎としている選択条件の因子としての嗜好情報を情報
保存部１７に記憶することにし、ユーザＤの離脱後は、加入前の嗜好情報を情報保存部１
７から読み出して、これに基づきプレイリストを変更するのが好ましい。
【００３６】
　図７はプレイリスト更新方法４０のフローチャートである。該プレイリスト更新方法４
０は、すでに１個以上のポータブルオーディオプレーヤ２８ａ,２８bがヘッドユニット１
１に接続されている場合に、別のポータブルオーディオプレーヤ２８ｃが新規に追加接続
された場合に実行される。Ｓ４０１では、追加接続されたポータブルオーディオプレーヤ
２８ｃからグループ用プレイリスト更新に係る情報を読取る。Ｓ４０２では、追加接続さ
れたポータブルオーディオプレーヤ２８ｃに保有楽曲（楽曲データ）又は嗜好情報が有る
か否かを判定し、該判定が正であれば、Ｓ４０３へ進み、否であれば、プレイリスト更新
方法４０を終了する。
【００３７】
　Ｓ４０２における追加接続されたポータブルオーディオプレーヤ２８ｃの保有楽曲（楽
曲データ）とは、該保有楽曲が、ポータブルオーディオプレーヤ２８ｃの接続前のプレイ
リストに適用されていた選択条件に該当する楽曲でなくてもよいことに注意されたい。ま
た、Ｓ４０２におけるポータブルオーディオプレーヤ２８ｃに嗜好情報が有るとは、ポー
タブルオーディオプレーヤ２８ｃが楽曲を１個も保有していなくても、嗜好情報さえ保有
していれば、嗜好情報が有ると判定されることに注意されたい。したがって、ポータブル
オーディオプレーヤ２８ｃが何らかの楽曲を１個でも保有していた場合、又はポータブル
オーディオプレーヤ２８ｃ何らかの嗜好情報を保有していた場合には、Ｓ４０３へ進む。
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【００３８】
　Ｓ４０３では、プレイリストを再構築する。すなわち、追加接続されたポータブルオー
ディオプレーヤ２８ｃを含む全ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８ｂ，２８ｃ，
・・・及びヘッドユニット１１の保有楽曲から選択条件に該当する楽曲を選択して、登録
したプレイリストを作成する。このプレイリストは仮プレイリストとされる。後述する正
式プレイリストは、仮プレイリストを適当に修正して作成される。Ｓ４０４では、１楽曲
の再生履歴情報を読込む。現在使用しているプレイリスト（旧プレイリスト）に登録され
てすでに再生済みとなった楽曲は再生履歴情報に記録されている。
【００３９】
　Ｓ４０５では、Ｓ４０４で読込んだ再生履歴情報の楽曲と一致する楽曲が仮プレイリス
トに有るか否かを判定し、有れば、仮プレイリストから該楽曲を削除し、無ければＳ４０
７へ進む。Ｓ４０７では、再生履歴情報を全部読込んだか否かを判定し、全部を読込んで
いたらならば、Ｓ４０８へ進み、残っているものがあれば、Ｓ４０４へ戻る。これにより
、旧プレイリストに登録されている楽曲であって再生済みの楽曲はすべて、仮プレイリス
トから削除され、仮プレイリストには、選択条件に該当する楽曲であって、旧プレイリス
トでは再生されていなかった楽曲が残ることになる。
【００４０】
　図８は楽曲処理装置５０の機能ブロック図である。楽曲処理装置５０及び携帯型楽曲再
生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・の一例はそれぞれヘッドユニット１１（図１）及び
ポータブルオーディオプレーヤ２８ａ，２８b，２８c・・・（図１）である。放音器５２
の一例はスピーカ１８（図１）である。記憶装置５３の一例はハードディスク装置１２（
図１）である。前述のヘッドユニット１１は、楽曲を自分のハードディスク装置１２に保
有して、それら保有楽曲を再生して、再生音をスピーカ１８から出力自在になっているが
、楽曲処理装置５０は、楽曲を自分では保有することなく、携帯型楽曲再生機器５１ａ，
５１ｂ，５１ｃ・・・の保有楽曲のみの再生音をスピーカ１８から出力自在になっていて
もよい。両者を区別するとき、前者の楽曲処理装置５０を「楽曲保有型楽曲処理装置５０
」と呼び、後者の「非保有型楽曲処理装置５０」と呼ぶことにする。楽曲保有型楽曲処理
装置５０は、本発明を適用するために、１個以上の携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，
５１ｃ・・・を接続されればよいが、非保有型楽曲処理装置５０は、２個以上の携帯型楽
曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・を接続される必要がある。楽曲保有型楽曲処理
装置５０の場合、該楽曲保有型楽曲処理装置５０に保有している楽曲は、該楽曲保有型楽
曲処理装置５０の所有者（自動車のドライバーや楽曲処理装置５０を居間等に配備する家
庭の住人等）の保有する楽曲となる。
【００４１】
　すなわち、楽曲保有型楽曲処理装置５０は、１個以上の携帯型楽曲再生機器５１ａ，５
１ｂ，５１ｃ・・・を接続され、各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・か
らの楽曲信号を受信して該楽曲信号に係る再生音を放音器５２より出力可能になっている
とともに、自身が装備する記憶装置５３内の楽曲を再生して、再生音を放音器５２から出
力可能になっている。
【００４２】
　また、非保有型楽曲処理装置５０は２個以上の携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５
１ｃ・・・を接続され、各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・からの楽曲
信号を受信して該楽曲信号に係る再生音を放音器５２より出力可能になっている。
【００４３】
　各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・から楽曲処理装置５０への楽曲信
号は、典型的には、各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・において楽曲フ
ァイルをデコードして、デコード後のオーディオ信号である。この場合、楽曲処理装置５
０は、携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・から受信したオーディオ信号を
、単に、増幅するのみで放音器５２から再生音を出力することができる。各携帯型楽曲再
生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・から楽曲処理装置５０への楽曲信号は、楽曲ファイ
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ルデータであってもよい。この場合は、楽曲処理装置５０は、受信した楽曲ファイルをデ
コードして、オーディオ信号を生成する必要がある。
【００４４】
　楽曲処理装置５０は、楽曲選択手段５５、プレイリスト作成手段５６及び再生手段５７
を有している。楽曲保有型楽曲処理装置５０では、楽曲選択手段５５は、楽曲処理装置５
０及び各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・が保有する楽曲の中から所定
の選択条件に該当する楽曲を選択する。非保有型楽曲処理装置５０では、楽曲選択手段５
５は、各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・が保有する楽曲の中から所定
の選択条件に該当する楽曲を選択する。
【００４５】
　プレイリスト作成手段５６は、選択された楽曲を再生対象楽曲として登録したプレイリ
ストを作成する。再生手段５７は、プレイリストに登録されている楽曲を１個ずつ再生す
る。
【００４６】
　選択条件には、肯定条件（例：過去１週間以内に聴取した楽曲という条件）だけでなく
、否定条件（例：過去１週間以内に聴取しなかった楽曲という条件）を含むものとする。
選択条件には、典型的には、グループ内で好まれている楽曲を抽出するような選択条件が
設定されるが、面白さとしては、過半数のユーザには嫌われているが少数のユーザには好
まれている楽曲を抽出する選択条件があってもよい。
【００４７】
　選択条件は、例えば、（ａ）楽曲処理装置５０においてあらかじめ標準の幾つかが用意
されていて、楽曲処理装置５０のユーザによりそれらの中から１個をユーザ設定しておく
ようになっているか、（ｂ）グループの楽曲を新規に作成するごとに、作成に先立ち、そ
れら選択条件から１個を選択するようにするか、（ｃ）グループの楽曲を新規に作成する
ごとに、ユーザが手動で設定するかされる。
【００４８】
　典型的な楽曲処理装置５０では、プレイリスト作成手段５６の作成するプレイリストに
登録される楽曲数には、制限があるが、無制限の場合もある。また、楽曲数の制限には、
２０曲以内とか、楽曲数で直接制限される場合の他に、プレイリストの全曲の総再生時間
が３０分以内というように、総再生時間により規定される場合もある。さらに、選択条件
によっては、楽曲選択手段５５が全員の楽曲処理装置５０又は携帯型楽曲再生機器５１ａ
，５１ｂ，５１ｃ・・・から選択した楽曲の総数が、プレイリストの制限数に達しないこ
ともあり得る。プレイリストに登録する楽曲数に制限がある場合であって、選択条件に該
当する楽曲の個数が制限数を越えるときには、楽曲選択手段５５は、選択数を制限数内と
するために、選択条件に該当する全部の楽曲の中から所定の優先基準に従い絞込みを行う
必要がある。優先基準としては、例えば、多数のユーザが保有している楽曲を優先したり
、逆に、一人のユーザしか保有していない楽曲を優先したりする基準がある。
【００４９】
　こうして、複数のユーザが、楽曲処理装置５０又は携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ
，５１ｃ・・・に記録して自動車の車内又は建物の室内へ持ち寄った楽曲について、選択
条件を設定して、該選択条件に合致する楽曲を選択して、音楽を全員で楽しむことができ
る。
【００５０】
　なお、プレイリストは、その最後の楽曲を再生後、破棄することなく、情報保存部１７
にプレイリスト情報２２として保存し、次の場面では、プレイリストを新たに作成するこ
となく、プレイリスト情報２２を読み出して、再利用することができる。プレイリストに
基づく再生は、プレイリストの最後の楽曲まで行くことなく、ユーザの都合により途中終
了することも可能であり、再利用（レジューム）したい場合には、途中終了時に情報保存
部１７にプレイリスト情報２２として保存する。プレイリスト情報２２には、プレイリス
ト自体の情報の他に、途中終了のときに最後に再生した楽曲に係る情報等、その他の情報
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も含めることができる。
【００５１】
　以下、楽曲処理装置５０についてさらなる具体例を説明する。
【００５２】
　選択条件とは、楽曲の付帯情報、楽曲処理装置５０若しくは各携帯型楽曲再生機器５１
ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・における楽曲再生履歴、楽曲処理装置５０若しくは各携帯型楽
曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・におけるユーザ別プレイリスト、又は楽曲処理
装置５０若しくは各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・における楽曲嗜好
情報、又は楽曲処理装置５０若しくは各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・
・が共通に保有している若しくは保有していない楽曲に係る選択条件である。
【００５３】
　楽曲の付帯情報に係る選択条件とは、図２に関連して説明したように、ジャンル、アー
ティスト若しくは年代に係る選択条件である。楽曲再生履歴とは各楽曲についての再生回
数に係る選択条件である。ユーザ別プレイリストに係る選択条件とはユーザ別プレイリス
トに登録されている楽曲に係る選択条件である。楽曲嗜好情報に係る選択条件とは、図３
に関連して説明したように、特定のジャンル、アーティスト若しくは年代についての好き
嫌いに係る選択条件である。
【００５４】
　楽曲選択手段５５は、楽曲の再生機能を有しない携帯型情報機器であって楽曲処理装置
５０に切り離し自在に接続される携帯型情報機器より接続時に選択条件に係る情報を入手
して該情報を反映した選択条件に該当する所定の複数個の楽曲を楽曲処理装置５０又は携
帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・の保有楽曲の中から選択してもよい。携
帯型情報機器の一例は、携帯電話３５（図４）である。ユーザによっては、携帯型楽曲再
生機器を持っていないことがあり、自分の嗜好情報が、選択条件に反映されず、疎外感を
抱くことがある。そのようなユーザが携帯電話を持っていたら、該携帯電話に記録されて
いる嗜好情報を楽曲処理装置５０へ伝送し、楽曲処理装置５０は、該嗜好情報を考慮した
選択条件を設定可能になる。なお、携帯電話における嗜好情報の登録は、アドレス帳編集
ソフトウェアのようなソフトウェアを使用することにより、アドレス帳への電話番号登録
のような形式で実現可能である。
【００５５】
　選択数に制限がある場合には、楽曲処理装置５０又は各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５
１ｂ，５１ｃ・・・からそれぞれ選択する楽曲の個数を、楽曲処理装置５０又は各携帯型
楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・において選択条件に該当する楽曲の個数比に
基づくものにする。例えば、選択条件に該当する楽曲が、楽曲処理装置５０及び携帯型楽
曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・にそれぞれ１００，５０，３０，２０あったと
し、制限数が２０であるとする。個数比は約分すると、１０：５：３：２であるので、楽
曲処理装置５０及び携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・からそれぞれ１０
，５，３，２個ずつ選択されることになる。制限数は、楽曲処理装置５０におけるユーザ
設定により予め行なわれたり、プレイリストを作成するつど、指定可能であったりする。
厳密な個数比では、選択数が小数となってしまう楽曲処理装置５０又は携帯型楽曲再生機
器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・では、小数第一位を四捨五入等の処理を実施し、最終選
択数を制限数に合わせる。最終選択数が制限数より若干、少なくなってもよいとする。
【００５６】
　楽曲処理装置５０はさらに再生順番決定手段６０を有している。再生順番決定手段６０
は、選択された楽曲の再生順番を、再生楽曲の保有元としての楽曲処理装置５０若しくは
各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・が循環する順番形式で、又は楽曲処
理装置若しくは各携帯型楽曲再生機器において選択条件に該当する楽曲の個数に基づく順
番形式で決定する。プレイリスト作成手段５６は、選択された楽曲を、決定された再生順
番に表示したプレイリストを作成する。再生手段５７は、プレイリスト上の再生順番に基
づき楽曲を再生する。
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【００５７】
　典型的なプレイリストでは、登録された各楽曲は、プレイリストにおいて、例えば楽曲
名、楽曲名以外のメタデータ（アーティスト名やジャンル等）、携帯型楽曲再生機器情報
（例：誰々の携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・からの楽曲である）、及
び／ＣＯＤＥＣ（COmpression／DECompression）情報に対応付けて表示される。また、典
型的なプレイリストでは、楽曲は、再生順番の早い方から遅い方へ上から順番に並ぶ。
【００５８】
　選択された楽曲の再生順番を、再生楽曲の保有元としての楽曲処理装置５０若しくは各
携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・が循環する順番形式例として次の（ａ
）、及び楽曲処理装置若しくは各携帯型楽曲再生機器において選択条件に該当する楽曲の
個数に基づく順番形式例として次の（ｂ），（ｃ）を挙げる。
【００５９】
（ａ）楽曲処理装置５０又は各携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・からそ
の選択楽曲を１曲ずつ順に再生し、残りの選択楽曲がなくなった楽曲処理装置５０又は携
帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・は、スキップする再生順番方式で、全部
の選択楽曲を再生する。すなわち、（携帯型楽曲再生機器５１ａからの選択楽曲が１個し
かなかった場合）：楽曲処理装置５０の１曲目→携帯型楽曲再生機器５１ａの１曲目→携
帯型楽曲再生機器５１ｂの１曲目→携帯型楽曲再生機器５１ｃの１曲目→楽曲処理装置５
０の２曲目→携帯型楽曲再生機器５１ｂの２曲目→携帯型楽曲再生機器５１ｃの２曲目・
・・
【００６０】
（ｂ）楽曲処理装置５０及び携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・の内で選
択楽曲の一番多かった機器の全選択曲→その次に多かった機器の全選択曲→・・・→一番
少なかった機器の全選択曲
【００６１】
（ｃ）選択楽曲の一番少なかった機器の１曲→その次に少なかった機器の曲を比率に応じ
た数（前述の１００：５０：３０：２０の例では、５：２．５：１．５：１となり、１．
５は四捨五入すると２であるので、２）→・・・→一番多かった機器の曲を比率に応じた
数（前述の１００：５０：３０：２０の例では、５）→選択楽曲の一番少なかった機器の
１曲→・・・
【００６２】
　別の再生順番方式を採用する楽曲処理装置５０では、再生順番決定手段６０は、目的地
までの誘導路上の所定地点に関連する楽曲が、該所定地点の通過予測時刻に再生されるよ
うに、楽曲の再生順番を決定する。再生手段５７は、選択された楽曲を、決定された再生
順番に並べたプレイリストを作成する。再生手段５７は、プレイリスト上の再生順番に基
づき楽曲を再生する。
【００６３】
　誘導路上の所定地点を通過する時の楽曲再生の具体例を説明する。楽曲処理装置５０は
、ヘッドユニット１１のように、カーナビゲーション装置に実装されることがある。ユー
ザが、カーナビゲーション装置搭載の自動車でドライブする際、出発時に、目的地を設定
してルート検索すると、旅行時間及び通過地点と各通過地点を通過する予想時刻が判明す
る。これを基にプレイリスト上の再生順番を決定する。
【００６４】
　例えば、東京駅から湘南海岸経由で伊豆方面へドライブに出掛けるとする。東京駅に集
合して、カーナビゲーション装置により伊豆を目的地として及び湘南海岸を経由地として
ルート探索を実施し、今回のドライブコースを設定する。カーナビゲーション装置は、誘
導路と共に、誘導路上の各通過地点の予想通過時刻を計算する。該予想通過時刻に基づき
湘南海岸を通過する頃に、海に関連した楽曲を再生するようなプレイリストをプレイリス
ト作成時に作成することができる。
【００６５】



(15) JP 4369390 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

　楽曲処理装置５０は、さらに、現在地検出手段６３を有してもよい。現在地検出手段６
３は、ＧＰＳ等を用いて現在地を検出する。再生手段５７は、プレイリストに登録されて
いる楽曲であってかつ現在地に関連する楽曲を再生する。典型的なプレイリストでは、楽
曲名が楽曲の再生順番に上から下へ並ぶが、現在地関連の楽曲を再生する場合には、プレ
イリスト上の再生順番が、適宜、変更されることになる。例えば、現在地が海の見える道
路である場合には、海に関連の楽曲がプレイリストから選択されて再生される。現在地の
検出タイミングは、典型的には、現在地に関連する楽曲の再生が開始する少し前、例えば
その前の楽曲を再生していて、次の再生楽曲を決める時である。
【００６６】
　楽曲処理装置５０は、また、楽曲処理装置５０及び携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ
，５１ｃ・・・の全部が保有する楽曲に基づき所定の選択条件を決めて、楽曲処理装置５
０及び携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・の１個が保有する楽曲の中から
所定の選択条件に該当する所定の楽曲を選択してもよい。すなわち、選択条件に合致する
楽曲は、楽曲処理装置又は１個の携帯型楽曲再生機器から行う。ただし、その場合におい
ても、グループ全体の嗜好を反映するために、選択条件は、全体、すなわち楽曲処理装置
５０及び携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・の全部が保有する楽曲に基づ
き決める。
【００６７】
　楽曲処理装置５０は、楽曲処理装置５０及び別々の携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ
，５１ｃ・・・から同一の楽曲が重複選択されてプレイリストに登録されている場合には
、該同一の楽曲の内、再生順番が２番目以降のものについては、そのまま再生するか又は
再生をスキップするかする。再生をスキップする場合には、ユーザは同一の楽曲を繰り返
し聞かなくて済む。重複選択のために、スキップする楽曲を図６のＣｒ２とすると、Ｃｒ
２をスキップする代わりに、例えば、Ｃｒ３を再生してもよい、すなわち、スキップされ
た楽曲を選択されている携帯型楽曲再生機器から、再生待ち順が、スキップされた楽曲の
次である楽曲を、スキップされた楽曲の代わりに再生するのである。さらに、重複選択の
ために、スキップする楽曲を図６のＣｒ２とすると、Ｃｒ２をスキップする代わりに、例
えば、Ｃｒｘを再生してもよい、Ｃｒｘとは、スキップされた楽曲Ｃｒ２を選択された携
帯型楽曲再生機器ｃの保有楽曲であって、今回の選択条件には該当していたものの、登録
数制限のために、図６のプレイリストへの登録から漏れた楽曲である。
【００６８】
　或る楽曲処理装置５０では、プレイリスト作成手段５６は、楽曲処理装置５０及び別々
の携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・から同一の楽曲が重複選択された場
合には、該重複選択された楽曲の内の１個のみが登録されるように、プレイリストを作成
してもよい。プレイリストに重複して登録されていないということは、同一の楽曲が繰り
返し再生されないことを意味する。ここで、再生順番決定手段６０は、重複選択された楽
曲の内の１個のみがプレイリストに登録される楽曲は、重複選択のなかった他の楽曲より
再生順番を前に又は後ろに決定してもよい。そして、プレイリスト作成手段５６は、選択
された楽曲を、決定された再生順番に並べたプレイリストを作成する。再生手段５７は、
プレイリスト上の再生順番に基づき楽曲を再生する。これにより、重複選択された楽曲の
内の１個のみがプレイリストに登録される楽曲の再生が、最初又は最後に再生されること
になる。
【００６９】
　プレイリスト作成手段５６が、楽曲処理装置５０及び別々の携帯型楽曲再生機器５１ａ
，５１ｂ，５１ｃ・・・から同一の楽曲が重複選択された場合には、該重複選択された楽
曲の内の１個のみが登録されるように、プレイリストを作成したときについて、付言する
。グループのメンバーがユーザＡ，Ｂ，Ｃの三人であって、携帯型楽曲再生機器５１ａ，
５１ｂ，５１ｃはそれぞれユーザＡ，Ｂ，Ｃの所有とする。グループ用プレイリストに基
づく楽曲再生の再生順では、例えば、携帯型楽曲再生機器５１ａからの選択楽曲→携帯型
楽曲再生機器５１ｂからの選択楽曲→携帯型楽曲再生機器５１ｃからの選択楽曲→携帯型
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楽曲再生機器５１ａからの選択楽曲→・・・と、携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５
１ｃから選択楽曲を循環形式で１個ずつ再生する再生順を採用することがある。ユーザＡ
，Ｂ，Ｃとは別個の仮のユーザＸを想定し、該ユーザＸが所有する仮の携帯型楽曲再生機
器ｘを想定し、重複選択されたために重複選択楽曲の１個のみがプレイリストに登録され
ている楽曲は携帯型楽曲再生機器ｘからの選択楽曲とみなす。そして、グループ用プレイ
リストに基づく楽曲再生の再生順では、携帯型楽曲再生機器５１ｘからの選択楽曲→携帯
型楽曲再生機器５１ａからの選択楽曲→携帯型楽曲再生機器５１ｂからの選択楽曲→携帯
型楽曲再生機器５１ｃからの選択楽曲→携帯型楽曲再生機器５１ｘからの選択楽曲→・・
・と、携帯型楽曲再生機器ｘ，５１ａ，５１ｂ，５１ｃから選択楽曲を循環形式で１個ず
つ再生する再生順を採用してもよい。
【００７０】
　楽曲選択手段５５は、所定の選択条件に該当する楽曲が楽曲処理装置５０及び携帯型楽
曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・に重複して保有されている場合には、該楽曲を
選択から除外する。これにより、ユーザは自分の保有していない楽曲を聞くことができる
。
【００７１】
　楽曲処理装置５０は、自動車又は建物内に配備されるものである。すなわち、本発明は
、車室内での実施に限定されず、家庭やレジャー施設の室内で実施されてもよい。
【００７２】
　携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・の１個が、楽曲処理装置５０であっ
てもよい。この場合、携帯型楽曲再生機器５１ａ，５１ｂ，５１ｃ・・・の１個が、楽曲
処理装置５０を兼ねる結果、専用の楽曲処理装置５０は不要となる。
【００７３】
　別の楽曲処理装置５０は、携帯型情報機器（例：携帯電話）を接続されて、携帯型情報
機器から嗜好情報を入手し、これに基づき選択条件を設定して、該当する楽曲を自身の保
有楽曲の中から選択し、選択した楽曲に基づきプレイリストを作成し、該プレイリストに
基づく楽曲再生を行うことができるようになっている。すなわち、別の楽曲処理装置５０
は、自身が装備する記憶装置５３内の楽曲を再生して、再生音を放音器から出力可能にな
っている。楽曲選択手段５１は、楽曲の再生機能を有しない又は再生可能な楽曲を保有し
ていない携帯型情報機器であって楽曲処理装置に切り離し自在に接続される携帯型情報機
器より接続時に選択条件に係る情報を入手して該情報を反映した選択条件に該当する楽曲
であって楽曲処理装置５０自身の保有する楽曲の中から選択する。プレイリスト作成手段
５６は、選択された楽曲を再生対象楽曲として登録したプレイリストを作成する。再生手
段５７は、プレイリストに登録されている楽曲を１個ずつ再生する。
【００７４】
　図９は楽曲処理装置７０の機能ブロック図である。該楽曲処理装置７０は、前述の楽曲
処理装置５０（図７）に、携帯型楽曲再生機器の追加接続に対処する機能を付加したもの
となっている。楽曲処理装置７０も、楽曲処理装置５０と同様に、楽曲を自分のハードデ
ィスク装置等の記憶装置記憶装置７３に保有して、それら保有楽曲を再生して、再生音を
放音器７２から出力自在になっていてもよいし、楽曲を自分では保有することなく、携帯
型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，７１ｃ，・・・の保有楽曲のみの再生音を放音器７２か
ら出力自在になっていてもよい。両者を区別するとき、前者の楽曲処理装置７０を「楽曲
保有型楽曲処理装置７０」と呼び、後者の楽曲処理装置７０を「非保有型楽曲処理装置７
０」と呼ぶことにする。楽曲保有型楽曲処理装置７０は、本発明を適用するために、１個
以上の携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，７１ｃ，・・・を接続されればよいが、非保
有型楽曲処理装置７０は、２個以上の携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，７１ｃ，・・
・を接続される必要がある。楽曲処理装置７０の場合、該楽曲処理装置７０に保有してい
る楽曲は、該楽曲処理装置７０の所有者（自動車のドライバー又は楽曲処理装置７０を居
間等に配備する家庭の住人）の保有する楽曲となる。
【００７５】
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　すなわち、楽曲保有型楽曲処理装置７０は、１個以上の携帯型楽曲再生機器７１ａ，７
１ｂ，７１ｃ，・・・を接続され、各携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，７１ｃ，・・
・からの楽曲信号を受信して該楽曲信号に係る再生音を放音器５２より出力可能になって
いるとともに、自身が装備する記憶装置記憶装置７３内の楽曲を再生して、再生音を放音
器５２から出力可能になっている。
【００７６】
　また、非保有型楽曲処理装置７０は、２個以上の携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，
７１ｃ，・・・を接続され、各携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，７１ｃ，・・・から
の楽曲信号を受信して該楽曲信号に係る再生音を放音器５２より出力可能になっている。
【００７７】
　便宜上、楽曲処理装置７０には、最初、携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂだけが接続
されていて、途中より携帯型楽曲再生機器７１ｃが接続されたと仮定して説明を行う。ま
た、携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，７１ｃを所有しているユーザをそれそれユーザ
Ａ、ユーザＢ及びユーザＣと呼ぶことにする。
【００７８】
　楽曲処理装置７０は、楽曲選択手段７５、プレイリスト作成手段７６、再生手段７７、
監視手段７８及びプレイリスト更新手段７９を有している。楽曲保有型楽曲処理装置７０
の楽曲選択手段７５は、楽曲処理装置７０及び各携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂが保
有する楽曲の中から所定の選択条件に該当する楽曲を選択する。非保有型楽曲処理装置７
０の楽曲選択手段７５は、各携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂが保有する楽曲の中から
所定の選択条件に該当する楽曲を選択する。
【００７９】
　プレイリスト作成手段７６は、選択された楽曲を再生対象楽曲として登録したプレイリ
ストを作成する。再生手段７７は、プレイリストに登録されている楽曲を１個ずつ順番に
再生する。監視手段７８は、追加接続の携帯型楽曲再生機器７１ｃの有無を監視する。楽
曲選択手段７５は、携帯型楽曲再生機器の追加接続があったならば、追加接続の携帯型楽
曲再生機器７１ｃの保有する楽曲の中から所定の選択条件に該当する楽曲を追加楽曲とし
て選択する。プレイリスト更新手段７９は、追加楽曲に基づきプレイリストを更新する。
【００８０】
　楽曲処理装置７０は、自動車に装備されるだけでなく、建物の室内に配備されてもよい
。楽曲処理装置７０が自動車に装備される場合には、携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ
，７１ｃ，・・・は車内に持ち込まれて、楽曲処理装置７０との通信を確立するが、楽曲
処理装置７０が建物の所定の室内に配備される場合には、携帯型楽曲再生機器７１ａ，７
１ｂ，７１ｃ，・・・は室内又は屋内に持ち込まれて、楽曲処理装置７０との通信を確立
することになる。
【００８１】
　楽曲処理装置７０が装備又は配備される車内又は建築物室内に、新規のユーザが自分の
携帯型楽曲再生機器７１ｃを持って乗車又は入室する。携帯型楽曲再生機器７１ｃは、楽
曲処理装置７０へ、ＵＳＢケーブルやＬＡＮケーブル等の有線で、又は無線ＬＡＮやブル
ートゥース等の無線で接続される。監視手段７８は、携帯型楽曲再生機器７１ｃが楽曲処
理装置７０へ新規に接続されたことを検出すると、その旨を楽曲選択手段７５へ通知する
。楽曲選択手段７５は、追加接続された携帯型楽曲再生機器７１ｃの保有する楽曲の中か
ら該所定の選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択するが、少なくとも、追加接続
された携帯型楽曲再生機器７１ｃの保有する楽曲について、該保有楽曲の中から該所定の
選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択すればいいのであり、図９において仮プレ
イリストを作成したように、携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，７１ｃ，・・・全部に
ついて、該所定の選択条件に該当する楽曲を再度選択するようにしてもよい。
【００８２】
　こうして、既存のユーザ同士でグループ用プレイリストを作成し、該グループ用プレイ
リストに従って楽曲の再生を楽しんでいる場合に、新たにユーザＣが加わったときには、
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該ユーザの携帯型楽曲再生機器７１ｃを楽曲処理装置７０に追加接続して、携帯型楽曲再
生機器７１ｃ内の選択条件に合致する楽曲に基づきプレイリストを適切に更新し、選択条
件に合致したグループ用プレイリストに基づく楽曲再生を楽しむことができる。
【００８３】
　楽曲処理装置７０をさらに具体的に説明する。
【００８４】
　プレイリスト更新手段７９は、更新前のプレイリストにおける楽曲の再生履歴又は追加
接続の携帯型楽曲再生機器７１ｃの楽曲の再生履歴に基づきプレイリストを更新する。プ
レイリスト更新手段７９は、例えば、追加楽曲の内、更新前のプレイリストにおける楽曲
の再生履歴において再生済みとなっている楽曲は、更新後のプレイリストに含めないよう
に、プレイリストを更新する。ユーザＡ，ｂは、同一の楽曲を頻繁に聞くと、飽きること
があり、これに対処できる。
【００８５】
　プレイリスト更新手段７９は、また、追加楽曲の内、更新前のプレイリストにおける楽
曲の再生履歴において再生済みとなっている楽曲は、更新前のプレイリストにおける再生
待ちの楽曲より再生順番が後ろとなるように、プレイリストを更新する。更新前のプレイ
リストには登録されているものの、プレイリスト更新手段７９ｃの追加接続時までに、再
生順番が来ず、聞けなかった楽曲が更新前のプレイリスト（旧プレイリスト）に残されて
いる場合がある。ユーザＣが加入する前のグループ員（ユーザＡ，ｂ）は、そろそろ聞け
るかと期待していた楽曲が、ユーザＣの加入により再生順番が延ばされることは不快に感
じることもあり、これに対処するためである。
【００８６】
　プレイリスト更新手段７９は、追加接続の携帯型楽曲再生機器７１ｃの楽曲の再生履歴
に基づく再生順番となるように、プレイリストを更新する。すなわち、例えば、追加楽曲
が、携帯型楽曲再生機器７１ｃにおいて追加接続直前に聞かれたばかりの楽曲であった場
合には、更新後のプレイリストにおける追加楽曲の再生順を遅らせたり、頻繁に聞いてい
る楽曲であれば、更新後のプレイリストにおける追加楽曲の再生順を速くしたりするよう
、適宜、あらかじめ設定することにして、ユーザがより良く楽しめるようにする。
【００８７】
　プレイリスト更新手段７９は、追加楽曲と同一の楽曲が、更新前のプレイリストに登録
済みとなっている場合には、追加楽曲が更新後のプレイリストに追加登録されないように
、プレイリストを更新してもよい。ユーザＣが加入する前のグループのユーザＡ，ｂは、
同一の楽曲を繰り返し聞かされると、飽きることがあり、これに対処するためである。
【００８８】
　プレイリスト更新手段７９は、楽曲の登録数に制限がある場合には追加楽曲が優先的に
登録されるように、プレイリストを更新する。携帯型楽曲再生機器７１ｃにおいて所定の
選択条件に該当する楽曲は、更新前のプレイリストの登録楽曲から漏れている可能性が高
いので、追加楽曲を優先的に更新後のプレイリストに登録することにより、ユーザＡ，ｂ
は、違う楽曲を多く聞くことができる。
【００８９】
　プレイリスト更新手段７９は、追加楽曲の再生順番を更新前のプレイリストにおける再
生順番待ちの楽曲より早くするように、プレイリストを更新する。携帯型楽曲再生機器７
１ｃにおいて所定の選択条件に該当する楽曲は、ユーザＣが加入する前のグループにいた
ユーザＡ，ｂが保有していない楽曲である可能性が高いので、最初からグループにいた更
新前のプレイリストの登録楽曲から漏れている可能性が高いので、携帯型楽曲再生機器７
１ｃを接続後、追加楽曲を早く聞いて、楽曲再生を楽しむことができる。
【００９０】
　グループ用プレイリストに基づく楽曲の再生は、楽曲処理装置７０の電源切により途中
終了する場合がある。例えば、楽曲処理装置７０を装備する自動車がドライブの途中、所
定場所に到達し、そこで暫く駐車する。そして、今まで同乗していなかったユーザＣも同
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乗して、ドライブが再開される。このように場面に対処するため、楽曲処理装置７０は、
保存手段８５及び調査手段８６を有している。
【００９１】
　保存手段８５は、楽曲処理装置７０の電源が入から切へ切り替わる第１の時点のプレイ
リストをその関連情報と共に不揮発性メモリ９３に保存する。調査手段８６は、楽曲処理
装置７０の電源が切から入へ替わる第２の時点において追加接続の携帯型楽曲再生機器の
有無を調査する。楽曲選択手段７５は、第２の時点に追加接続の携帯型楽曲再生機器が有
れば、追加接続の携帯型楽曲再生機器７１ｃの保有する楽曲の中から、保存前のプレイリ
ストの作成に適用された所定の選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択する。プレ
イリスト更新手段７９は、第２の時点の追加楽曲を、楽曲処理装置７０の電源の入期間の
追加楽曲と看做してプレイリストを更新する。
【００９２】
　不揮発性メモリ９３の一例は、図１の情報保存部１７である。記憶装置７３が不揮発性
メモリ９３を兼用することもできる。プレイリスト更新手段７９が、第２の時点の追加楽
曲を、楽曲処理装置７０の電源の入期間の追加楽曲と看做してプレイリストを更新するこ
とにより、楽曲処理装置７０の電源の切期間に追加接続された携帯型楽曲再生機器７１ｃ
に対しても、楽曲処理装置７０の電源の入期間に追加接続された場合と同一の作用、効果
を実現して、グループ用プレイリストに基づく楽曲再生を楽しむことができる。
【００９３】
　前述の図７のＳ４０２において、ポータブルオーディオプレーヤ２８ｃが楽曲を１個も
有していなくても、嗜好情報が保有していれば、また、ポータブルオーディオプレーヤ２
８ｃが、その接続前のプレイリストに適用されていた選択条件に該当する楽曲を１個も保
有していなくても、次のＳ４０３へ進むことを説明している。これに対応し、追加接続の
携帯型楽曲再生機器が、それが接続される前のプレイリストに適用されていた選択条件に
合致する楽曲を保有していない場合は、プレイリスト更新手段７９がプレイリストの更新
処理を行うことに代わり、プレイリスト手段７６が、別の選択条件を適用してプレイリス
トを作成する。
【００９４】
　監視手段７８は、楽曲処理装置７０への携帯型楽曲再生機器の接続だけでなく、切り離
しも監視してもよい。また、ユーザの好みのジャンルがロックであるとかジャズであると
か嗜好情報を因子として、ジャンルがロックである楽曲とか、ジャンルがジャズある楽曲
とかという選択条件が設定されることがある。この場合、グループへのユーザの出入りに
グループの嗜好情報も変化する。保存手段は、監視手段７８による携帯型楽曲再生機器の
接続及び切り離しの監視に基づき、ユーザの変更があるつど、選択条件の因子としている
嗜好情報とその時のユーザのＩＤ又は携帯型楽曲再生機器のＩＤとを不揮発メモリ９３に
記憶する。こうして、例えば、ユーザＣの加入により、グループ共通の好みのジャンルが
加入前と加入後とで変更され、ユーザＣがグループから離脱して、グループ員が再び、ユ
ーザＡ，Ｂだけの状態に戻ったときには、プレイリスト更新手段７９が、ユーザＡ，Ｂだ
けの時の嗜好情報を不揮発メモリ９３から読み出して、それに基づき、プレイリストを更
新するようになっていてもよい。
【００９５】
　楽曲処理装置７０は、自動車に装備されるだけでなく、建物の室内に配備されてもよい
。楽曲処理装置７０が自動車に装備される場合には、携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ
，７１ｃ，・・・は車内に持ち込まれて、楽曲処理装置７０との通信を確立するが、楽曲
処理装置７０が建物の所定の室内に配備される場合には、携帯型楽曲再生機器７１ａ，７
１ｂ，７１ｃ，・・・は室内又は屋内に持ち込まれて、楽曲処理装置７０との通信を確立
することになる。
【００９６】
　携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，７１ｃ，・・・の１個が、楽曲処理装置７０であ
ってもよい。この場合、携帯型楽曲再生機器７１ａ，７１ｂ，７１ｃ，・・・の１個が、
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楽曲処理装置５０を兼ねる結果、専用の楽曲処理装置７０は不要となる。
【００９７】
　図１０は楽曲処理方法１００のフローチャートである。該楽曲処理方法１００の一例は
図７のプレイリスト更新方法４０である。なお、図７のプレイリスト更新方法４０では、
携帯型楽曲再生機器７１ｃとしてのポータブルオーディオプレーヤ２８ではなく、楽曲は
保有せずに嗜好情報のみを保有する携帯電話にも適用可能となっている。プレイリストを
更新するのではなく、選択条件を変更して、プレイリストを再構築するだけであるならば
、携帯電話等の携帯型情報機器の追加接続にもあってもよい。
【００９８】
　楽曲処理方法１００は楽曲保有型楽曲処理装置７０及び非保有型楽曲処理装置７０に適
用される。楽曲保有型楽曲処理装置７０に適用される楽曲処理方法１００では、Ｓ１０１
において、楽曲処理装置及び各携帯型楽曲再生機器が保有する楽曲の中から所定の選択条
件に該当する楽曲を選択する。非保有型楽曲処理装置７０に適用される楽曲処理方法１０
０では、Ｓ１０１において、各携帯型楽曲再生機器が保有する楽曲の中から所定の選択条
件に該当する楽曲を選択する。
【００９９】
　Ｓ１０２では選択された楽曲を再生対象楽曲として登録したプレイリストを作成する。
Ｓ１０６では、プレイリストに登録されている楽曲を１個ずつ順番に再生する。Ｓ１０３
では、追加接続の携帯型楽曲再生機器の有無を監視する。Ｓ１０４では、携帯型楽曲再生
機器の追加接続があったならば、追加接続の携帯型楽曲再生機器の保有する楽曲の中から
所定の選択条件に該当する楽曲を追加楽曲として選択する。Ｓ１０５では、追加楽曲に基
づきプレイリストを更新する。
【０１００】
　こうして、グループ用プレイリストに基づく楽曲再生が行われている間（Ｓ１０７）、
追加接続の携帯型楽曲再生機器の有無が監視され（Ｓ１０３）、携帯型楽曲再生機器７１
ｃが追加接続されると、携帯型楽曲再生機器７１ｃの保有楽曲の中から所定の選択条件に
該当する楽曲が選択されて、それら楽曲が追加楽曲として反映されたプレイリストに更新
され、更新されたプレイリストに基づき楽曲の再生が行われる。
【０１０１】
　Ｓ１０５におけるプレイリスト更新の具体的態様は次のとおりである。
【０１０２】
（ａ）更新前のプレイリストにおける楽曲の再生履歴又は追加接続の携帯型楽曲再生機器
の楽曲の再生履歴に基づきプレイリストを更新する。
【０１０３】
（ｂ）追加楽曲の内、更新前のプレイリストにおける楽曲の再生履歴において再生済みと
なっている楽曲は、更新後のプレイリストに含めないように、プレイリストを更新する。
例えば、追加楽曲の内、更新前のプレイリストにおける楽曲の再生履歴において再生済み
となっている楽曲は、更新前のプレイリストにおける再生待ちの楽曲より再生順番が後ろ
となるように、プレイリストを更新する。
【０１０４】
（ｃ）追加接続の携帯型楽曲再生機器の楽曲の再生履歴に基づく再生順番となるように、
プレイリストを更新する。
【０１０５】
（ｄ）追加楽曲と同一の楽曲が、更新前のプレイリストに登録済みとなっている場合には
、追加楽曲が更新後のプレイリストに追加登録されないように、プレイリストを更新する
。
【０１０６】
（ｅ）楽曲の登録数に制限がある場合には追加楽曲が優先的に登録されるように、プレイ
リストを更新する。
【０１０７】
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するように、プレイリストを更新する。
【０１０８】
　図１１及び図１２は楽曲処理装置７０の電源切入に伴い起動する処理のフローチャート
である。Ｓ１２０では、楽曲処理装置７０の電源が入から切へ切り替わる第１の時点のプ
レイリストをその関連情報と共に不揮発性メモリ９３に保存する。Ｓ１２４では、楽曲処
理装置の電源が切から入へ替わる第２の時点において追加接続の携帯型楽曲再生機器の有
無を調査する。第２の時点に追加接続の携帯型楽曲再生機器が有れば（Ｓ１２５の判定が
正）、Ｓ１０４（図１０）へ進む。すなわち、Ｓ１０４では、第２の時点の追加楽曲は、
楽曲処理装置の電源の入期間の追加楽曲と看做されて、プレイリストの更新が行われる。
その時の選択条件は、保存前のプレイリストの作成に適用されている選択条件であり、例
えば不揮発性メモリ９３から読み出した関連情報より抽出できる。第２の時点に追加接続
の携帯型楽曲再生機器が無ければ（Ｓ１２５の判定が否）、Ｓ１０６へ進む。
【０１０９】
　本発明のプログラムは、楽曲処理装置７０の各手段として機能させる。本発明のプログ
ラムは、また、コンピュータに楽曲処理方法１００の各ステップをコンピュータに実現さ
せる。
【図面の簡単な説明】
【０１１０】
【図１】車載型楽曲再生システムの概略構成図である。
【図２】ハードディスク装置及び不揮発性メモリにおける楽曲ファイルのデータ構造を示
す図である。
【図３】嗜好情報ファイルの構造図である。
【図４】携帯電話におけるメタファイルのデータ構造を示す図である。
【図５】各ポータブルオーディオプレーヤの不揮発性メモリに楽曲データとして格納され
ているファイルの状態を、ジャンルを区別して示す図である。
【図６】各ポータブルオーディオプレーヤから選択した楽曲に基づき作成された楽曲ファ
イルにおける楽曲登録状況及び再生順を示す図である。
【０１１１】
【図７】プレイリスト更新方法のフローチャートである。
【図８】楽曲処理装置の機能ブロック図である。
【図９】別の楽曲処理装置の機能ブロック図である。
【図１０】楽曲処理方法のフローチャートである。
【図１１】楽曲処理装置の電源切に伴い起動する処理のフローチャートである。
【図１２】楽曲処理装置の電源入に伴い起動する処理のフローチャートである。
【符号の説明】
【０１１２】
７０：楽曲処理装置、７１ａ，７１ｂ，７１ｃ：携帯型楽曲再生機器、７２：放音器、７
３：記憶装置、７５：楽曲選択手段、７６：プレイリスト作成手段、７７：再生手段、７
８：監視手段、７９：プレイリスト更新手段、８５：保存手段、８６：調査手段、９３：
不揮発性メモリ、１００：楽曲処理方法。
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【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】



(25) JP 4369390 B2 2009.11.18

10

フロントページの続き

(72)発明者  古屋　秀男
            東京都八王子市石川町２９６７－３　株式会社ケンウッド内
(72)発明者  岩間　茂彦
            東京都八王子市石川町２９６７－３　株式会社ケンウッド内

    審査官  前田　祐希

(56)参考文献  特開２００１－２２９１１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００５－０５３３３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００４／００８４６０（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２００３－２５７１５８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ１１Ｂ　　２７／１０－２７／３６　
              Ｇ１１Ｂ　　２０／１０　　　　
              Ｇ１１Ｂ　　２７／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

